
空気圧グリッパの選定手順

①用途から�

　タイプを�

　決めます。�

②使用条件からシリーズを�

　決めます。�

③サイズを�

　決めます。�

④仕様が使�

　用条件を�

　満たして�

　いるか確�

　認します。�

⑤必要なオ�

　プション�

　を選択し�

　ます。�

用途� タイプ� シリーズ� 仕様� 確認事項�
環境、動作�

などの条件�

ワークの�

状態　　�

取付けの�

状態　　�

実
装
・
位
置
決
め
・
は
め
合
い
・
整
列
・
ク
ラ
ン
プ
な
ど�

平
行
グ
リ
ッ
パ�

供
給
・
搬
送
な
ど�

回
転
開
閉
グ
リ
ッ
パ�

高把持力�

高剛性の�

機種を使�

いたい。�

防塵対策�

が必要。�

オーバー�

ハング量�

が大きい。�

高さを低�

くしたい。�

異径ワー�

クを同一�

基準位置�

で把持し�

たい。�

ワーク寸�

法が大き�

い。�

把持と揺�

動（旋回）�

を１つの�

機器で行�

いたい。�

一般的な�

機種を使�

いたい。�

エスケー�

プのスペ�

ースがと�

れない。�

GPCRシリーズ�

GPRシリーズ�

GPCLシリーズ�

GPDLシリーズ�

GPELシリーズ�

GPKシリーズ�

GTSシリーズ�

GVCシリーズ�

GVHシリーズ�

必
要
と
す
る
把
持
力
、
ス
ト
ロ
ー
ク
、
旋
回
角
度
な
ど
を
満
た
す
サ
イ
ズ
を
選
択�

把
持
点
、
揺
動
時
間
、
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
な
ど�

ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
機
構
、
ス
イ
ッ
チ
、
取
付
ア
ダ
プ
タ
（
金
具
）�

機
種
選
定�

一般的な�

機種を使�

いたい。�
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